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埼玉県・私立

大宮開成中学・高校

進学校への転換

教師の意識の統一と
指導力向上の工夫で
生徒の自学自習を促進

◎校訓は「愛・知・和　２１世紀を担
う調和のとれた人間教育」。最難関国
立大を目指す「特進選抜・国立先進」、
難関国立大・難関私立大を目指す「特
進選抜・国立Ⅰ類」、国公立大・難関
私立大を目指す「特進選抜・国立Ⅱ類」、
難関私立大を目指す「特進Ｓ」「特進
α」「特進β」の計６コースを設置。

国公立大は北海道大、東北大、千葉大、
埼玉大、一橋大、東京工業大、首都大
東京、横浜国立大などに計４１人が合格。
私立大は慶應義塾大、上智大、東京理
科大、法政大、明治大、立教大、早稲
田大などに延べ１０４１人が合格。
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１１年度入試合格実績（現役のみ）

１９５９（昭和３４）年

全日制／普通科／共学

１学年約５００人

住所

電話

Web Site
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58
指導変革の

成果実践背景

◎１９９０年代に、２
年連続で定員割れと
なる。高卒者の大学
進学率向上に伴い、
進学校への転換を図
る

変革のステップ

◎徐々に普通科の割
合を増やし、カリキュ
ラムを変更。併せて、
コースごとに「マニフ
ェスト」や「VIS」を設け、
教師の意識を統一

◎教師の熱意が生徒
に伝わり、学校全体が
一丸となって進路実現
を目指す体制が確立。
国公立大には５年連
続で４０人以上が合格

http://www.omiyakaisei.jp/HS/

　
大
宮
開
成
中
学
・
高
校
は
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に

あ
る
私
立
の
進
学
校
だ
。
か
つ
て
は
普
通
科
の
他
に
商

業
科
や
家
政
科
な
ど
を
擁
す
る
学
校
で
、
卒
業
後
は
就

職
す
る
生
徒
が
大
半
だ
っ
た
。１
９
９
０
年
代
に
入
り
、

大
学
進
学
へ
の
意
識
が
社
会
全
体
で
高
ま
る
中
、
同
校

の
卒
業
後
の
進
路
は
依
然
と
し
て
就
職
が
中
心
で
あ

り
、
そ
れ
が
入
学
者
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

相
馬
正
治
教
頭
は
、当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
公
立
や
他
の
私
立
校
の
併
願
と
し
て
本
校
を
受

験
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
学
校
の
求
心
力
に
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
指
導
が
中
心
だ
っ
た
た

め
、
進
学
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
少
な
く
、
短

大
合
格
者
も
珍
し
い
状
況
で
し
た
。
そ
れ
ら
が
生
徒

募
集
に
影
響
し
、
県
外
・
市
外
か
ら
の
入
学
者
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
90
年
代
に
は
２

年
連
続
で
定
員
割
れ
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
す
」

　
危
機
感
を
抱
い
た
同
校
で
は
、
普
通
科
進
学
校
へ
の

転
換
を
図
ろ
う
と
松
﨑
洋
右
理
事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
改
革
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
96
年
度
、
大
学
進

学
を
目
指
す
「
特
進
ク
ラ
ス
」
を
新
設
。
受
験
に
求
め

ら
れ
る
知
識
を
基
礎
か
ら
付
け
さ
せ
る
た
め
に
、
授
業

時
数
は
平
日
９
時
間
、土
曜
日
４
時
間
と
し
た
。
ま
た
、

３
教
科
で
毎
回
課
題
を
出
し
、
次
の
授
業
で
は
確
認
の

小
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
小
テ
ス
ト
は
、
課
題
を
解
い
て

く
れ
ば
確
実
に
得
点
で
き
る
よ
う
に
作
問
し
た
。

学
校
存
続
の
危
機
に
直
面
し

進
学
校
へ
の
転
換
を
目
指
す

22June 2011



　「
ど
の
生
徒
も
『
勉
強
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た

い
』
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
学
時
代
あ
ま

り
勉
強
を
せ
ず
、
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
い
な
い
生

徒
に
『
家
で
勉
強
し
て
来
な
さ
い
』
と
伝
え
る
だ
け

で
は
出
来
る
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
で
課
題

と
小
テ
ス
ト
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
徒
に
『
や
れ
ば
出
来
る
』
と
い
う
達
成
感

を
持
た
せ
、
学
習
習
慣
の
定
着
と
学
習
意
欲
向
上
を

図
り
ま
し
た
。か
な
り
ハ
ー
ド
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、

生
徒
は
勉
強
し
た
こ
と
が
テ
ス
ト
で
解
け
る
喜
び
を

知
り
、
つ
い
て
来
て
く
れ
ま
し
た
」（
相
馬
教
頭
）

　
そ
う
し
た
指
導
を
続
け
た
結
果
、99
年
度
入
試
で「
特

進
ク
ラ
ス
」
一
期
生
の
一
人
が
埼
玉
大
に
現
役
合
格
。

進
学
校
と
な
る
べ
く
体
制
作
り
を
始
め
て
か
ら
３
年

で
、同
校
初
の
国
立
大
合
格
者
が
輩
出
し
た
の
だ
っ
た
。

　
初
の
国
立
大
合
格
は
、
同
校
に
大
き
な
弾
み
を
も
た

ら
し
た
。
２
０
０
０
年
度
入
試
で
は
東
京
外
国
語
大
、

01
年
度
入
試
で
は
慶
應
義
塾
大
や
早
稲
田
大
と
、
難
関

大
へ
の
現
役
合
格
者
が
続
い
た
。

　
同
校
は
改
革
を
推
し
進
め
、
普
通
科
を
入
学
時
の
学

力
に
応
じ
た
コ
ー
ス
編
成
と
し
、
商
業
科
と
家
政
科
を

順
次
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。
相
馬
教
頭
は
、
教
師
の

意
識
改
革
が
進
学
体
制
を
構
築
す
る
上
で
最
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
だ
と
強
調
す
る
。

　「
教
師
が
生
徒
の
志
望
を
実
現
さ
せ
ら
れ
る
教
科

指
導
力
を
身
に
付
け
て
い
な
け
れ
ば
、
進
学
校
に
は

生
ま
れ
変
わ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、『
進
学
校
に
し
て

い
こ
う
』と
い
う
教
師
の
意
識
も
非
常
に
大
切
で
す
。

若
い
先
生
方
の
パ
ワ
ー
が
起
爆
剤
と
し
て
と
て
も
重

要
な
働
き
を
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
」

　
大
学
受
験
を
目
指
す
コ
ー
ス
に
は
若
手
教
師
を
中
心

に
配
置
し
、
専
用
の
職
員
室
を
設
け
た
。
ま
た
、
外
部

か
ら
受
験
指
導
経
験
の
豊
富
な
講
師
を
招
き
、
授
業
を

し
て
も
ら
っ
た
。
若
手
教
師
に
は
、
時
間
を
作
っ
て
講

師
の
授
業
を
参
観
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　「
教
科
指
導
の
在
り
方
を
模
索
す
る
若
手
の
先
生

方
に
と
っ
て
、
講
師
の
授
業
は
格
好
の
手
本
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。
や
が
て
、
講
師
か
ら
の
助
言
を
参
考

に
し
て
、
校
内
で
も
よ
り
良
い
指
導
を
追
究
し
よ
う

と
い
う
雰
囲
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
」（
相
馬
教
頭
）

　
新
採
で
同
校
に
赴
任
し
た
英
語
担
当
の
阿
部
俊
介
先

生
は
、
赴
任
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
先
生
方
は
朝
７
時
に
は
出
勤
し
、
夜
９
時
過
ぎ

ま
で
学
校
に
残
っ
て
、
補
習
や
授
業
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
応
え
る
生
徒
の
姿

を
見
て
、
生
徒
の
力
を
伸
ば
す
た
め
に
全
力
を
尽
く

す
の
が
教
師
の
責
任
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　
進
学
校
へ
の
転
換
が
実
を
結
び
始
め
る
頃
に
は
、
教

科
指
導
や
進
路
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
徐
々
に
確
立
さ

れ
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
意
識
も
変
わ
っ
た
。「
特
進
ク

ラ
ス
」
設
置
時
に
は
反
対
の
声
も
あ
っ
た
が
、
生
徒
が

伸
び
る
姿
を
見
て
、
そ
の
後
の
組
織
改
編
に
は
ほ
と
ん

ど
の
教
師
が
賛
同
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
進
学
実
績
が
上
が
る
に
つ
れ
て
入
学
希
望
者
は
増

大
宮
開
成
中
学
・
高
校

佐
野
謙

　 S
an

o
 K

en

教
職
歴
９
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。英
語
科
主
任
。

３
学
年
担
任
。「
教
師
の
情
熱
と
生
徒
の
情
熱
が
一
体
と

な
っ
て
こ
そ
、
志
望
は
実
現
で
き
る
」

大
宮
開
成
中
学
・
高
校

大
友
堅
詞

　 O
to

m
o

 K
en

ji

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
国
語
科
主

任
。学
年
コ
ー
ス
責
任
者
。「『
矜
恃
』。自
ら
の
力
を
信
じ
、

誇
り
を
持
っ
て
切
磋
琢
磨
で
き
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

大
宮
開
成
中
学
・
高
校

阿
部
俊
介

　 A
b

e S
h

u
n

su
k

e

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。
教
務
・
学

年
コ
ー
ス
責
任
者
。
２
学
年
担
任
。「
生
徒
に
は
何
事
も

自
責
遂
行
す
る
責
任
感
と
行
動
力
を
育
み
た
い
」

若
手
教
師
の
パ
ワ
ー
を
生
か
し

学
校
全
体
を
動
か
す

学
力
向
上
に
伴
い

自
学
自
習
の
習
慣
化
を
図
る

大
宮
開
成
中
学
・
高
校

落
合
昇

　 O
ch

iai N
o

b
o

ru

教
職
歴
36
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。数
学
科
主
任
。

３
学
年
担
任
。「
熱
意
を
持
っ
て
指
導
し
、
生
徒
と
協
調

し
て
よ
り
良
い
学
習
環
境
を
作
り
た
い
」

大
宮
開
成
中
学
・
高
校
教
頭

相
馬
正
治

　 S
o

m
a M

asah
aru

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
進
路
指
導

部
長
を
兼
務
。「
生
徒
と
共
に
学
び
、
成
長
し
続
け
ら
れ

る
教
師
で
あ
り
た
い
」
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埼玉県・私立　大宮開成中学・高校埼玉指導変革の

え
、
生
徒
の
志
望
も
高
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、

生
徒
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、更
に
改
革
を
推
し
進
め
た
。

　「
平
日
に
授
業
が
９
時
間
も
あ
っ
て
は
、
学
習
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
高
校
生

活
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
教
師
の
負
担
も
相
当
な
も
の

で
す
。
ま
た
、
教
師
か
ら
教
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
自

ら
学
び
に
向
か
う
習
慣
が
な
け
れ
ば
、
学
力
の
伸
び

に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
文
武
両
道
を
実
現
す
る
真

の
進
学
校
と
な
る
た
め
に
、
学
習
だ
け
で
な
く
部
活

動
も
奨
励
し
、
心
身
共
に
調
和
の
取
れ
た
生
徒
を
育

成
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」（
相
馬
教
頭
）

　
そ
こ
で
、
１
日
の
授
業
時
数
を
段
階
的
に
減
ら
し
、

現
在
の
７
時
間
授
業
と
し
た
。
放
課
後
は
自
分
で
工
夫

し
て
時
間
を
使
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
授
業
時
数
減
に
伴
い
、
自
学
自
習
の
習
慣
化
を
狙
い

と
す
る
二
つ
の
取
り
組
み
を
柱
に
据
え
た
。

　
一
つ
め
の
柱
は
「
家
庭
学
習
進
度
表
」
だ
。
５
教
科

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
教
材
を
指
定
し
、
家
庭
で
休
業
中

に
行
う
学
習
量
の
目
安
を
示
し
た
。
家
庭
学
習
用
の
ノ

ー
ト
は
、
定
期
的
に
教
科
担
当
に
提
出
さ
せ
、
進
捗
を

確
認
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
二
つ
め
の
柱
は
、
授
業
の
変
革
だ
。
教
材
の
難
度
を

上
げ
、
授
業
の
進
度
も
早
め
た
。
国
語
科
主
任
の
大
友

堅
詞
先
生
は
、
こ
の
狙
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
自
学
自
習
の
必
要
性
を
伝
え
る
た
め
、
準
備
を

し
な
け
れ
ば
つ
い
て
こ
ら
れ
な
い
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
た
だ
、
や
み
く
も
に
難
度
や
進
度
を
上
げ
る
の

で
は
な
く
、
予
習
・
復
習
が
出
来
て
い
れ
ば
確
実
に

理
解
で
き
る
よ
う
、
授
業
を
工
夫
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
教
師
が
何
も
言
わ
な
く
て
も
、
早
朝
や
放
課

後
の
教
室
で
自
主
的
に
机
に
向
か
う
生
徒
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
」

　
生
徒
の
自
学
自
習
を
後
押
し
し
よ
う
と
、
09
年
度
に

は
自
習
室
（
写
真
）
を
設
け
た
。
生
徒
か
ら
「
緊
張
感

が
み
な
ぎ
っ
て
い
て
、
息
苦
し
く
な
る
」
と
の
声
が
出

る
ほ
ど
、
全
員
が
黙
々
と
学
習
し
て
い
る
と
い
う
。

　
自
学
自
習
の
習
慣
化
に
は
、
先
輩
か
ら
の
影
響
も
大

き
い
。
同
校
で
は
、
志
望
大
に
合
格
し
た
卒
業
生
数
人

を
招
い
て
在
校
生
に
話
を
し
て
も
ら
う「
進
路
報
告
会
」

を
開
い
て
い
る
が
、
ど
の
卒
業
生
も
予
習
・
復
習
や
自

学
自
習
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
い
う
。

　「
努
力
し
て
自
分
の
夢
を
つ
か
ん
だ
先
輩
の
言
葉

に
は
説
得
力
が
あ
り
、
生
徒
は
『
先
輩
と
同
じ
よ
う

に
勉
強
す
れ
ば
、
自
分
も
志
望
を
実
現
で
き
る
』
と

思
う
よ
う
で
す
。
教
師
が
百
回
言
う
よ
り
も
、
先
輩

の
一
言
の
方
が
効
果
は
絶
大
で
す
」（
大
友
先
生
）

　
ま
た
、
コ
ー
ス
ご
と
の
集
会
を
定
期
的
に
開
き
、
各

教
科
担
当
が
、
受
験
の
時
期
か
ら
逆
算
し
て
今
ど
の
よ

う
な
学
習
を
す
べ
き
か
、
先
輩
が
同
時
期
に
何
に
取
り

組
ん
で
い
た
か
を
伝
え
て
い
る
。

　
教
師
の
指
導
力
向
上
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
は
、「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
だ
。
こ
れ
は
、

セ
ン
タ
ー
試
験
の
偏
差
値
と
大
学
合
格
者
数
に
お
け
る

教
師
の
達
成
目
標
で
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
つ
い
て
は
５

教
科
そ
れ
ぞ
れ
「
偏
差
値
55
以
上
何
人
」「
60
以
上
何

人
」、
大
学
合
格
者
数
に
つ
い
て
は
「
国
公
立
大
何
人

合
格
」「
最
難
関
私
立
大
何
人
合
格
」
と
い
う
よ
う
に
、

進
路
指
導
部
が
毎
年
４
月
に
前
年
の
実
績
を
参
考
に
し

て
教
科
ご
と
、
コ
ー
ス
ご
と
に
設
定
す
る
。

　
数
値
目
標
を
示
す
こ
と
に
対
し
て
は
、「
目
標
達
成

を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
成
績
上
位
層
に
ば
か
り
手
を
掛

け
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
」
と
い
う
理
由
で
反
対

す
る
声
も
あ
っ
た
。
し
か
し
相
馬
教
頭
は
、
次
の
よ
う

に
話
す
。

　「
本
校
が
重
視
す
る
の
は
、
目
標
を
達
成
で
き
た

か
ど
う
か
で
は
な
く
、
達
成
の
た
め
に
何
を
し
た
か

で
す
。
客
観
的
に
分
か
る
数
値
目
標
を
掲
げ
る
こ
と

「学習計画 ･記録表」

自習室設置当初、利用者は３年生が中心だったが、自習する３年
生の姿に影響を受け、現在は１・２年生も多くなった。自習室の利
用開始時刻は朝６時３０分と早いにもかかわらず、開室を待つ生徒
が廊下に列を作ることもある。１００人前後が集まり、自習室に入
りきれないこともあるほどだ

教
師
同
士
の
結
び
付
き
を
強
め

教
科
指
導
力
を
高
め
合
う
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で
、
達
成
に
必
要
な
手
立
て
が
見
え
や
す
く
な
り
、

授
業
研
究
や
教
材
研
究
が
活
性
化
す
る
だ
ろ
う
と
考

え
ま
し
た
」

　
数
学
科
主
任
の
落
合
昇
先
生
は
、「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

に
よ
っ
て
教
師
の
指
導
力
は
向
上
し
た
と
話
す
。

　「
目
標
数
値
は
コ
ー
ス
ご
と
に
設
け
ら
れ
て
い
る

た
め
、
生
徒
の
学
力
に
応
じ
た
具
体
的
な
指
導
方
法

を
明
確
な
目
標
の
下
で
話
し
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
３
年
生
全
員
の
力
を
伸
ば
す
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
達
成
す
る
上
で
鍵
と
な
る
の

が
、「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
」
だ
。
５
教
科
の
主
任
が
そ
れ
ぞ
れ
マ

ー
ク
模
試
で
偏
差
値
55
以
上
を
取
れ
そ
う
な
人
数
の
一

覧
表
を
作
る
。
ま
だ
結
果
は
出
て
い
な
い
が
自
学
自
習

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
始
め
て
い
る
生
徒
な
ど
を
載
せ

る
こ
と
が
多
い
。
一
覧
表
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
得

意
教
科
、
不
得
意
教
科
が
す
ぐ
に
分
か
る
た
め
、
学
年

団
は
こ
れ
を
基
に
進
路
指
導
を
行
う
。

　「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
」
は
教
科
指
導
を
振
り
返
る
素
材
と
し
て

も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
、
大
友
先
生
は
話
す
。

　「
例
え
ば
、
他
教
科
で
一
覧
表
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
の
に
、
国
語
だ
け
挙
が
っ
て
い
な
い
生
徒
が
い
た

ら
、
国
語
科
で
は
こ
れ
ま
で
の
指
導
を
見
直
し
、
い

か
に
そ
の
生
徒
の
学
力
を
伸
ば
す
か
を
話
し
合
い
ま

す
。
ま
た
、
教
科
団
は
互
い
に
『
ど
の
教
科
よ
り
も

生
徒
の
力
を
伸
ば
し
た
い
』
と
考
え
て
い
る
た
め
、

一
覧
表
か
ら
良
い
意
味
で
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
刺
激

さ
れ
、
指
導
力
を
高
め
合
う
関
係
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
」

　「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
」
は
生
徒
に
公
表
し
て
い
な
い
が
、
同
じ

大
学
を
志
望
す
る
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
」
を
各
コ
ー
ス
か
ら
集
め
、

「
東
京
大
・
数
学
」「
一
橋
大
・
英
語
」
と
い
う
よ
う
に

個
別
大
ご
と
の
指
導
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
同
じ
大
学

を
目
指
す
者
同
士
を
一
緒
に
学
ば
せ
る
こ
と
で
、
互
い

に
切
磋
琢
磨
さ
せ
よ
う
と
い
う
狙
い
だ
。

　「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
や
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
」
に
よ
っ
て
、
教

科
間
の
意
見
交
換
も
盛
ん
に
な
り
、
他
教
科
の
模
試
の

結
果
に
も
目
を
通
す
よ
う
に
な
っ
た
と
、
英
語
科
主
任

の
佐
野
謙
先
生
は
話
す
。

　「
以
前
は
自
分
の
担
当
教
科
の
成
績
ば
か
り
に
目

が
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
他
教
科
の
成
績
に

も
注
意
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他
教
科
の
先
生

方
と
、
生
徒
の
志
望
実
現
の
た
め
に
は
ど
の
教
科
の

力
を
伸
ば
す
べ
き
か
を
話
し
合
う
機
会
も
増
え
、
コ

ー
ス
や
学
年
、
教
科
の
枠
を
超
え
た
教
師
の
結
び
付

き
が
強
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
推
し
進
め
て
き
た
成
果
は
、
安

定
し
た
進
学
実
績
に
表
れ
て
い
る
。
国
公
立
大
に
は
、

07
年
度
入
試
か
ら
５
年
連
続
で
40
人
以
上
の
現
役
合
格

者
が
輩
出
し
て
い
る
。

　
学
校
に
対
す
る
評
価
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。
入
学
式

で
は
、
う
れ
し
そ
う
に
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
誇
ら
か

に
校
歌
を
歌
っ
た
り
す
る
生
徒
の
様
子
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
近
隣
地
域
か
ら
の
進
学
者
も
増
え
、
以

前
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
自
転
車
通
学
者
が
、

今
で
は
全
校
の
約
４
割
近
く
に
な
る
と
い
う
。

　
し
か
し
課
題
も
あ
る
と
、
阿
部
先
生
は
話
す
。

　「
苦
手
科
目
を
す
ぐ
に
諦
め
た
り
、
早
々
と
受
験

科
目
を
絞
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
生
徒
を
見
る
と
、

教
師
と
し
て
ま
だ
ま
だ
す
べ
き
こ
と
は
あ
る
と
感
じ

ま
す
。受
験
生
で
あ
る
前
に
高
校
生
な
の
で
す
か
ら
、

受
験
に
必
要
か
否
か
と
は
関
係
な
く
、
高
校
時
代
に

身
に
付
け
て
お
く
べ
き
知
識
が
あ
る
こ
と
も
教
え
た

い
と
思
い
ま
す
」

　
大
友
先
生
は
、
受
験
を
通
し
て
精
神
的
に
も
成
長
し

て
ほ
し
い
と
話
す
。

　「
学
習
意
欲
の
持
続
や
苦
手
科
目
の
克
服
な
ど
、

受
験
に
は
困
難
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
た
時
、
生
徒
は
大
き
く
成
長
し
て
い
る
は
ず

で
す
。
受
験
勉
強
を
通
し
て
人
間
教
育
を
目
指
す
と

い
う
思
い
は
、本
校
の
全
教
師
に
共
通
し
て
い
ま
す
」

　
相
馬
教
頭
は
、
今
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
改
革
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
進
学
校
と
し

て
成
長
を
続
け
る
た
め
に
、
教
師
同
士
が
高
め
合
う

環
境
を
更
に
整
え
、
生
徒
の
力
を
伸
ば
せ
る
体
制
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。今
ま
で
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

上
位
層
だ
け
で
な
く
中
下
位
層
を
含
め
た
学
校
全
体

の
底
上
げ
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
大
宮
開
成
中
学
・
高
校
は
、
進
学
校
と
し
て
の
理
想

に
向
か
っ
て
こ
れ
か
ら
も
前
進
を
続
け
て
い
く
。

大
学
受
験
を
通
し
た

人
間
教
育
を
目
指
す
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